
令和 6年能登半島地震における救護班第 1班の活動 

呼吸器外科 山﨑順久 

活動期間：2024年 1月 4日(木)〜1月 8日(月)  

活動場所: 輪島市 避難所 各所 （大屋小学校、大屋公民館、輪島高校） 

背景など:  

2024年 1月 1日 16時 10分、石川県能登地方を震央とした最大震度 7の地震が

発生した。この活動記録を作成している時点(2月 8日)で、災害関連死を含む死者数

が 241名、建物約 60000棟（石川県ホームページより）の被害が報告されている。本

災害の特徴は冬（正月）の災害であること、幹線道路や海岸部の被害が大きかったこ

と（輸送路の問題）、豪雪地域であること、津波の発生、断水などのインフラ被害など

が挙げられる。特に輸送の手段が限定され、飲料水の供給は可能であったものの生

活用水の不足が避難者への健康にも影響したと推察された。 

活動概要： 

当院では発災時より即座に医療ニーズや現地の状況などの情報収集を行いつ

つ、救護班のスタンバイを始めた。救護班員はあらかじめ所定の研修を修了した医療

スタッフから選定されるが、災害訓練同様に当院の国際救援部国内救援課を通じて

休暇中のスタッフにも随時メールを通して情報の共有がなされた。実際には救護員へ

の第１報は 1月 1日の 16時 24分に出され、派遣に備えることとなった。災害当初で

難しいのが情報収集で、実際に 1月 2日の時点で当院からの救護班派遣は見送り

になったが、1月 3日には救護班第１班の派遣が決定された。 

救護班第１班は医師が 1名、看護師が 3名、薬剤師が 1名、主事(ロジスティック

ス担当)が 6名の合計 10名で構成された。日赤救護班の特徴として「自己完結」とい

うものがある。医療資機材はもちろんのこと、野宿用のテントや寝袋、食料やトイレ、

ゴミの処理など自らの生活一般に関しても全て行える準備をしている。これらの準備

物を全て３台の自動車に押し込み陸路で現地に向かった。ただしこの時点でも被災

地の正確な情報はなく、適宜情報を入手しながら活動地に向かうこととなった。特に

余震などが続く中であり、道路状況も刻一刻と変化するため慎重に活動を進めること

が必要であった。現地での医療サービスを提供することが第一の目的ではあるが、

同時に自分たちが安全に行動することも大切で、事故などは自身を危険に晒すだけ

ではなく、間接的な被災地への損害になりかねないのである。 



避難所での活動： 

1月 4日に石川県金沢市の日本赤十字社石川県支部に到着し、被災地の情報収

集を行うとともに、活動場所が輪島市に決定した。 

1月 5日 6時に金沢市を出発し、11時 30分、市立輪島病院に到着した。日赤救

護班は主に避難所を担当することとなった。ただしこの時点では 100 カ所近い避難所

が確認されていたが、保健所が被害を受けておりほぼ機能しておらず、ほとんどの避

難所の状況が依然不明な状況であった。午後に大屋小学校での巡回診療や避難所

アセスメントを行うこととなった。避難所では現地のクリニック医師が単独で診療をさ

れており、医薬品などの供給はされてい

る状況であったが継続診療は難しい状況

であった。避難者の健康状況を確認し、

13名の診察を行った。この時点では発

熱者などはおらず、感染症や災害関連

の健康被害などの明らかな発生はなか

ったが定期的な巡回診療が必要と判断し

た。特に生活用水が不足しており、手洗

いなどが難しく、また下水などの汚物処

理が不完全となっており衛生面での課題

があり今後の健康への影響が懸念され

た。 

1月 6日午前は大屋公民館避難所での巡回診

療となった。当初の情報で下痢や嘔吐の症状を訴

える避難者が複数人いるとのことであり、ノロウイル

ス感染症などを念頭におきながら、感染者への処

置や衛生環境のアセスメントを目的として現場に向

かった。現地の状況は幸いにも避難者同士が協力

され、限られた範囲ではあるものの精一杯の感染

対策や衛生状態維持を行われており、感染疑い患

者も別室隔離が施されていた。14名を診察し、適

宜処方などで対応し、1名の高齢者を重症疑いと判

断し、救急要請を行い、病院へ搬送した。 

午後からは輪島高校での巡回診療を行った。避

難所の担当者は明らかに疲弊している状況であり、正確な避難者の状態は把握でき

大屋小学校での巡回診療 
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ていないため、診療を行いながら避難所の

アセスメントを行った。8名の診察や介護が

必要な避難者の確認などを行った。また夕

方になり、輪島高校に周囲避難所での発熱

者などの感染隔離部屋を設営する方針とな

ったため、発熱者の搬入の手伝いをした。 

1月 7日は再度、輪島高校での避難所巡

回診療を行った。感染隔離部屋の発熱者を

含む 9名の診察と、感染隔離部屋の環境設

計について、隔離部屋担当の看護師および保健師とディスカッションを行い、衛生環

境などについてのコンサルトを行った。 

総評：第１班は主に避難所の対応を行なった。発災から急性期にあたる時期の対応

であり、避難所アセスメントが先だって必要であった。ただし現地で対応にあたる避難

所のスタッフは災害対策に詳しい人員ばかりではなく、かつ自身も被災者のため疲弊

している状況であり、この時期に避難所の状況を簡潔に、簡単にまとめるツールなど

があれば、と感じた。またコロナ禍を経験した日本において、災害地においても感染

対策が注目されるようになった状況で、この急性期に衛生面を考慮した避難所の立

ち上げ設計なども必要であるように感じた。医療者の役割は、通常診療のみではな

く、時に避難所のコンサルタントであり、アドバイザーであり、また協力者でなければ

ならないことを痛感させられた。災害救護も、さまざまな災害を経験し発展してきた

が、さらなるソリューションが必要と思われた。 

寒い日が続き、被災者の皆様にとって厳しい状況が続いていますが、1日でも早く

復旧、復興が進み、安心して過ごせるその日が来ることを心よりお祈りします。これか

らも一個人としても微力ではありますが被災者の皆様の支援に携われればと思いま

す。 
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